
2025年度 長 野 陸上競技協会 事業報告 (2026/6/26 日本陸連提出) 

1.次の事業について競技者を派遣した。 

・全国小学生交流大会、滋賀国スポ、U18・U16大会、山陽女子ロード、全国都道府県対抗駅伝。 

・上記大会派遣に伴う強化合宿、練習会、クリニック、および指導者講習会を実施した。強化部が開催す

る国スポ候補・一線級強化練習会等は、中学2年生以上のジュニア世代も含めて実施した。 

・成果としては、国スポでは天皇杯93.33点(6位)、皇后杯64.33点(2位)を獲得、全国都道府県対抗駅伝女

子3位、同男子20位、全国小学生優勝2名(リレー優勝を含む)、4位3名、全日本中学でリレー1チームと個人

種目3名が入賞、U16は優勝1、入賞2、U18入賞6、全国高校総体では女子総合2位、優勝1を含む17種目で入

賞を果たし、全国高校駅伝女子優勝、全国中学駅伝男子5位入賞など、大きく成果を高めた。 

・U20東アジア陸上競技選手権大会においては、小口蒼葉(法政大学)が男子110mHで3位、真柴愛理(長野東

高校)が女子5000mで3位に入賞した。 

２．普及育成(講習会の開催および指導者の養成など)  

・全国小学生交流大会出場者練習会(8月)および選抜練習会(11月、2026年3月)を普及部とジュニア部が合

同で実施。JAAF-STARTによる小学生の登録競技者数は2,040名となった。 

・県観光･スポーツ部競技力向上対策本部および国スポ準備室の助成により、5名が公認スポーツ指導者資

格「コーチ3」を取得した。  

・長野市において次の養成講習会を開催し、県内外から多数の受講があった。 

公認コーチ1養成講習会：25名、公認スタートコーチ養成講習会：22名 
３．本協会主催(中・高体連含む)の21大会を実施したほか、日本陸連等主催の「第27回長野マラソ

ン」を主管し、全日本大学駅伝北信越予選会および北信越学生選手権の運営協力を行った。また、東

海マスターズ選手権の開催、県障がい者大会を昨年に引き続き開催した。 

４．審判員の養成およびその資格を認定 
・審判員の養成について、今年度は昇格者Ｓ級３名、Ａ級５名、Ｂ級新規取得100名(一般44名・高校

３年生56名)となった。2018年度から実施している高校３年生を対象とした講習会を今年度も別枠で

実施(地区新人大会時)し、取得を勧めた。長年のＢ級審判員に、Ａ級昇格を強く働きかけたい。 
・ブロンズレフリーについては６名が合格した。 
５．機関紙および刊行物の発行 
・「2025年度年報」(2024年度の事業･決算報告、大会結果、2025年度事業案、規程他各種資料等掲載)
を7月20日に発行し、審判登録会員全員に配布した。 
・「会報」は、184号(8月1日)、185号(12月25日)、186号(R8年3月15日)を各2200部発行した。 
・長野陸協ホームページ上で、各種事業・大会等、日本陸連、日本スポーツ協会、長野県スポーツ協

会、長野陸協協賛企業各社他の情報を随時提供した。 
・「長野の陸上競技2025総集編」(中学・高校生版：(株)杏花印刷､R8年3月10日発売)を監修した。 
６．その他(陸上競技協会の目的を達成するために必要な事業) 

・2028年に開催が内定した信州やまなみ国スポ･全障スポに向けてプロジェクトを進めた。 

・滋賀国スポ・全障スポに協力審判員を派遣(計27名)した。 

・当協会定款並びに各種規程等の見直しを行った。 

・一般財団法人向けガバナンスコードJSPO対応自己説明最新版は2026年3月15日にWeb上で公開した。 

・2026年2月11日(火)に当協会アスレティックス・アワードを各祝賀会(萩原会長秩父宮章受賞、国ス

ポ男女総合6位、全国都道府県対抗女子駅伝3位等)を阿部守一県知事はじめ来賓40名余りのご臨席を

賜り開催した(出席者数119名)。 

 


